
２０１７年（平成２９年）7月

第６０号 News Letter

会員・市民が熱く語る

愛知サマーセミナー

ＧＷ東海も講座開設

7 月 15 日(土)～17 日(月祝)に同朋学園（ 名古

屋市中村区稲葉地町 7-1）を中心会場として【第

29 回沸騰する「21世紀型学び」！】をテーマに開

催されます。

グラウンドワーク東海も昨年から講座を出して

いますが、今年は 3日間、同朋高校の同じ教室を

借り切って合計12講座を出すという野心的な企画

を考えています。グラウンドワーク東海の他、東

海農政局、消費者行動ネットワーク、ペストコン

トロール協会からも講師を迎えて、様々なテーマ

でお話しします。

生徒(受講者)は、年齢・男女・所得など一切の

制限なし。もちろん受講料なし。グラウンドワー

ク企画にあきたら元中日ドラ

ゴンズの川上憲伸氏など特別

講座を聞くのもよし、他団

体・個人の講座を聞くのもよ

し、模擬店の食べ歩き、子供・

孫を連れて子供向け企画に参

加するのもよし、全部で 2000

以上の講座がありますから自分に合う講座が必ずあります。世の中にはこんなに

世の中に伝えたいことを持っている市民がいることに驚かされると思います。参

加者見込み 6 万人のサマーセミナー聴講にぜひおいでください。全体企画は

http://www.samasemi.net/2017/index.html で順次更新発表されます。

写真は昨年、原小学校の教室を借りて開講した講座の様子です。黒板周りや教

室後ろの壁は児童の持ち物、掲示物でいっぱい。いつものグラウンドワークフォ

ーラムの会場の雰囲気とは違って肩の力を抜いて聞ける講座でした。

会場は地下鉄東山線中村公園から徒歩２０分。案内の高校生が目印の旗をもっ

て誘導してくれます。バスも１時間３本出ています。

総会、フォーラム概要
前号でお知らせしました通り 6 月 3日(土)に平成 29 年度通常総会を開催し

ました。来賓として国土交通省中部地方整備局山本昭弘環境調整官、農林水産

省東海農政局後藤高広地域整備課長にご出席いただき祝辞をいただきました。

議事は審議事項として平成 28 年度事業報告、平成 28 年度決算、監査報告、

定款一部改正、竹谷理事長以下役員留任について了承されました。報告事項と

して平成 29年度事業計画及び予算について了承されました。これらの資料は

全てグラウンドワーク東海ホームページに掲載していますので是非一読くだ

さい。

総会後、第 1 回フォーラムを開催しました。

日時、場所、参加者： 6

月 3 日(土) 14:00～17:00

アセンブリホール（名古屋

市東区葵一丁目 17-8）、約

20 名

①フォーラム趣旨説明

（GW 東海理事長 竹谷裕之）

②愛知県自然環境課 来

住南補佐から、あいち森と緑

づくり事業実施状況と、H30

以降の方針(未定)について

説明

③㈱クラーク 坂倉社長から、活動団体はタテ・ヨコ・ナナメの交流が必要。

NPO 団体は全体として世代交代の時代となっているとの認識。生態 NPO のビジ

ネス化事例としてベストコントロール協会の活動紹介。

④東京大学むら塾 辺見副代表から千葉県中山間間地域との交流活動につ

いて紹介。

⑤GW 事務局 山本から中山間地域高齢化による地域環境保全活動、ビジネス

活動の停滞事例について紹介。

⑥報告をもとに、参加者全員により環境活動継続、NPO のビジネス化につい

て質問・意見交換。

⑦終了後、会場を移して食事をしながら 20 時ころまで意見交換継続。

【事務局感想】参加者が多くなかったため、意見交換が充実したものになっ

た。このような小規模フォーラムを各地で開催し、地域独自の課題について意

見交換すると面白いと思う。

グラウンドワーク＆多面的機能支払い活動サミットｉｎ東海
2017 グラウンドワーク&多面的機能支払活動 サミット in 東海(案)

「住民主体のパートナーシィップ活動による農村地域の活性化」

主催 NPO 法人グラウンドワーク東海 愛知県農地水多面的機能推進協護会

日本グラウンドワーク協

会は、2015 年 10月、設立 20 

周年を記念し、 「住民・企

業・行政のパートナーシップ

による地域再生に向けて」を

テーマに、東京でセミナーを、

笠間市で現地交流を開催し

ました。

セミナーには、 多面的機

能支払の活動組織も多数参

加し、 「グラウンドワーク

※１や多面的機能支払※2の

活動による地域の活性化・再

生の方策」について意見交換

が行われ、連携の重要性について提言されました。

このことを受けて、昨年 11 月に北海道西神楽地域を実例として、グラウン

ドワークと多面的機能支払の活動組織が一堂に会し、 それぞれの取組につい

て情報共有し、 連携の方策等について意見交換を行うサミットを開催しまし

た。

本年度は、 グラウンドワークや多面的機能支払の取組の充実につなげる連

携方策を模索するため、第２回目のサミットを東海地域を舞台に開催致します。

多数の方々のご参加をいただきますようにお願いします。

※1 :「地域住民・行政・企業のパートナーシップによって行われる地域の

環境改善活動を通じ、持続可能なコミュニティーの

構築」を目指す取組です。英国を起源としていますが、日本の各地でグラウ

ンドワーク活動団体がそれぞれの地域社会の課題に向き合い活動を進めてい

ます。

平成 29 年度第 1 回フォーラム

「つながるとひろがるね」

～活動団体が笑顔になるために～

愛護からビジネスへ

特定非営利活動法人グラウンドワーク東海
〒461-8508 名古屋市東区東桜 2-3-7-616
TEL/FAX 052-935-7430
事務局携帯 080-5157-7203
E-mail npo.gw-tokai@ab.auone-net.jp
http://www.ab.auone-net.jp/~gw-tokai/



※2:農林水産省が「農業の有する多面的機能の発揮に関する法律」に基づい

て実施している制度であり、農業者や住民等が農地・水路・農道等の地域資源

の保全管理行っている共同活動を支援するものです。現在、全国で 2万 8 千組

織が、220万 ha の農地を対象に取り組んでいます。

環境デーなごや 2017
今年も暑いアツーイ環境デーなごやに参加します。ＧＷ東海は 9 月 16 日（土）10:00

～16:00 名古屋市栄久屋大通公園エンゼル広場にテントでブース展示を行います。

例年、滝を作って涼しさを演出し、ＧＷ活動の紹介を行ってきました。今年も、演

出のアイデアを検討中です。活動団体の皆様も暑いテントで暑く活動をＰＲしてくだ

さい。優先的に場所、時間を配分します。

なお、食べ物・飲み物の一般提供は保健所手続きが面倒なので行いませんが、ブー

スでの飲食は可能ですので、差し入れ歓迎です。また、近くには松坂屋がありますの

で暑いときは避難できます。

久屋広場、光の広場では環境ビジネス、フリーマーケットなど環境に関する展示、

販売も行われます。日頃の活動の参考に見て回るのも面白いと思います。

※写真は昨年のＧＷブース

豊橋市、豊田市、名古屋市、一宮市で販売されている災害備蓄水の味比べを参加者

にやってもらっています。

FaceBook 利用方法
グラウンドワーク東海の FaceBookは

https://www.facebook.com/groundworktokai/で公開中です。気になった記

事には「いいね」、「コメントする」を選択して、ご意見をお願いします。

また、各団体でも独自に FaceBook ページを開設して情報発信をしましょ

う。新規開設にあたって希望される場合は必要なご支援をします。

活動団体報告
犬山里山学研究所からのご案内 「カメわなの設置・撤去講習会」

西三河南部生態系ネットワーク協議会では、碧南市と西尾市が連携して実施

する「ニホンイシガメ」の生息環境保全活動への協力として、「ミシシッピア

カミミガメ」の駆除と「ニホンイシガメ」の採取・保護を目的とした「カメわ

なの設置・撤去講習会」を下記のとおり開催いたします。併せて碧南市、西尾

市との連携事業についてもご案内いたします。

日時：平成２９年８月１日（火） 午後１時から午後３時３０分まで

場所：西尾いきものふれあいの里・小草池（西尾市家武町小草３）

グラウンドワーク小牧活動報告

実践記録（愛・ロ

ードパートナーシッ

ブ事業（道路清掃活動）

日  時： 6 月

18 日（日） 9:時～

11：時 天候 晴れ

場  所：小牧市野

口大山四季の森交差

点～中央高速小牧東

インター取り付け道

路３．０キロ

活動人員： 12 名

活動内容：歩道及び

路側の全線ゴミ拾い

活動状況等：梅雨の季節ながら晴天のコミ拾い日和に加えて道路脇の草刈りが出来て

いたがポイ捨てコミの多いのが際立っていた。一方会員の活動者は欠席者が多く少人数

であったが市内の植木関係業者の応援を得て、自動車置き場の草刈りを含め「道路のポ

イ捨てゴミ」も全量収集することが出来、小牧の東玄関にふさわしい美しい道路をよみ

がえらせる事が出来た。「ポイ捨てのゴミ」はビン・カン・弁当ガラ、新聞紙、雑誌が

多かった。

収集ゴミ：燃えるゴミ 8 袋。不燃ゴミ（不分別）11袋

※青木和芳代表からのメール投稿をもとに事務局で編集しました。

ＧＷサポーター活用について
これから夏休みを迎え、活動団体の皆様はイベントを企画されているところもあるでしょう。そのとき、講師またはスタッフの一人としてグラウンドワークサ

ポーターを加えていただくことをご検討ください。無料で馳せ参じます。どのようなサポーターをお望みか事務局へご連絡いただければ相談させていただきます。

会費納入のお願い

会費未納入の方、新規加入ご希望の方は以下の口座番号へ会費を納入してください。請求書が必要な方は事務局へメール、FAXなどでお知らせください。すでに納

入いただきました方は失礼をお許しください。

金融機関 口座番号 口座名義 会費

個人正会員様 １０，０００円／

年／口

個人協力会員様 ３，０００円／

年／口

企業・活動団体様 事務局へメー

ルでご確認ください

（振替用紙ご利用）

郵便局（ゆうちょ銀行）

００８８０-８-３５７５８ ＮＰＯ グラウンドワーク東海

郵便局（ゆうちょ銀行） 記号 １２１６０

番号 ４５９６９５９１

特定非営利活動法人

グラウンドワーク東海

三菱東京 UFJ 銀行

名古屋営業部

店番 １５０ 普通

番号 ５７５９６０３

特定非営利活動法人

グラウンドワーク東海


